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論 文 要 旨 
荒川-金子ゼータ関数（以下、グザイ関数と呼ぶ）は、1999 年に荒川と金子によって導入された、
ポリベルヌーイ数の母関数をメラン変換して得られる一変数複素関数である。グザイ関数は、整








































解析接続を証明し、C 型多重添え字ポリベルヌーイ数の双対公式を証明した（Theorems 2.4, 2.6）




子と津村の B 型多重添え字ポリベルヌーイ数の双対公式の C 型類似である。 
 





































重化（poly 化および multi 化）として得られるグザイ関数の、多変数化における解析的
な基礎理論の研究と、それによって得られた情報の多重ゼータ値研究への応用について具
体的な成果を与えている。扱われている多重ゼータ関数は、リーマンゼータ関数の多変数 
multi-polylogarithms を用いた一般化である。ベルヌーイ数を polylogarithms を用いて
一般化したポリベルヌーイ数を負整数点での値にもつ関数として、リーマンゼータ関数を
拡張した関数がもともとのグザイ関数であったが、その正整数点での値が多重ゼータ値環
（多重ゼータ値で張られる Q 代数）の元となることから、喫緊の課題のひとつである多
重ゼータ値環の構造解明においても重要な関数であることがわかっている。この関数の
multi 化（多重インデックス化）については荒川-金子および金子-津村によって基盤的研
究がなされた。本博士論文では、それを踏まえて多変数化を行い以下に述べる成果を得て
いる。第２章では、多重インデックスが総非正の場合の多変数グザイ関数を扱い、整関数
への解析接続と、負整数点での値に現れる C 型多重添え字ポリベルヌーイ数の双対公式を
得ている。解析接続にあたっては、金子-津村の研究においてなされていた次数評価を、
今回新たに見出した性質を用いてより強力な評価へと改良したことが鍵となっている。第
３章では、多重インデックスが総正の場合の多変数グザイ関数を扱い、積分路の丁寧な工
夫を経て整関数への解析接続を得ている。そのうえで、多変数グザイ関数を含む広い関数
族である hyperlogarithms を扱い、変数の個数を減らすための汎用性のある補題を示し、
それを繰り返し用いることで、多変数グザイ関数の正整数点での値が多重ゼータ値環の元
であることを導いている。これらの成果は、一変数の場合に有用となった性質が多変数化
しても多く維持されることを詳らかにしており専門的に意義深く、今後のゼータ関数の特
殊値研究に重要な知見を与えるものである。 
以上のことから、本博士論文は伊東氏が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研
究能力と学識を有することを示している。したがって、伊東邦大氏提出の博士論文を、博
士 （理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
